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6月から徐々にセルフリノベーションを
進めた。計画していた「縁側カフェ」の
開業は延期となったが、縁側の物置は
授乳スペースに生まれ変わった（上の
写真）

和歌山信愛大学で
のゼミの様子。ゼ
ミ生は県内出身者
がほとんどだが、
当初は本町地区の
現状には詳しくな
かった

古民家を改修した拠点。シャッター通り化が進む商店街の近隣に立地する

活動エリア

団体設立経緯
　当団 体 の前身は、13年前に 和
歌山市が中心市街地活性化事業に
よって設立した、まちなか交流スペー
ス「みんなの学校」です。2019年3
月に同館が閉館したため、スタッフ
一同で公益団体を立ち上げ、引き
続き学生と協働でまちなかの活性
化に取り組むことになりました。

活動概要と活動対象範囲

　活動地域である本町地区は180
年の歴史を刻み、和歌山城を望む
城下町です。その商店街は、空洞
化と高齢化に悩むシャッター通り
商店街と形容されています。そこで
以前の活気を取り戻しコミュニティ
の再構築を図ろうと、「モノをつく
る、街を育てる、人とつながる」を

　そこで本町自治会、商店街、市
民団体、行政などとの間に既に信
頼関係を構築し、地域交流実践の
ノウハウを持っている当団体が、子
どもから高齢者まで誰もが気軽に
立ち寄れる「居場所づくり」に取り
組み、交流のきっかけづくりを図ろ
うと計画しました。幸い、この地区
に空き家を所有するオーナーが以前
からの知り合いで当団体を応援して
くださったことから、居場所づくり
計画は順調に進んでいきました。
　しかし19年以降、和歌山市では
コミュニティ再生における助成金な
どの支援がなく、存続が危うい事
態に。さらに20年から流行し始め
た新型コロナウイルス感染症の影響
で、近隣商店街はますます活気を
失っています。

テーマに「つくり場」という言葉から
「Team MAK-e Spot（チームメイ
クスポット）」と名付けました。イベ
ントやワークショップをはじめ、居
場所づくり活動への取り組みを進め
ています。

活動に至った理由や背景

　和歌山市は、空洞化に歯止めが
かからない中心市街地（＝本町地
区）を若者の力で活性化しようと
2017年、小・中学校跡地に大学を
誘致する「まちなか大学構想」を立
案しました。20年4月に2校、21年4
月さらに2校の大学が開学しました
が、行政はこれら大学をつなげるノ
ウハウに乏しく、学生たちのパフォー
マンスのきっかけや発表をする場所
もありませんでした。

地域・コミュニティ活動助成

Team MAK-e Spot
和歌山県和歌山市

まちなかの古民家を活用した、子ども、学生、
商店主等の多世代交流の拠点づくり

活動内容と成果
　21年5月、教育学部を設置する和
歌山信愛大学江口怜ゼミと協働で、
まちづくり活動に取り組むことにな
りました。そこで「自分たちに何が
できるのか」を模索するために、和
歌山市中央商店街連合会の理事長
をお招きしてワークショップを開催
しました。
　この時間を通して学生たちから
は、「この地区の人たちの役に立ち
たい！」、「もっと町の人と交流を図
りたい！」など活発な意見が飛び出
し、理事長からも、もっと人や企業、
行政を巻き込みながらまちづくりを
進めていってもらいたいと激励をい
ただきました。その後、リノベーショ
ン班とまちづくり班に分かれ、活動
は本格的に始動しました。
●空き家改修はコロナに翻弄
　4月、5月とコロナウイルスが猛威
を奮い、関西でも大阪を中心に緊
急事態宣言が発令されるなど緊張
感のある日々が続きました。6月、
長雨続きにより空き家の雨漏りが増
し、腐食やカビが発生。そこで「自
分たちでできることから始めよう…」
を合言葉にセルフリノベーション活

動を始めました。室内の清掃から
荷物の搬出や壁塗り、障子張りと
いった作業を、空き家オーナーと学
生、当団体が一丸となって取り組み
ました。
　7月には第5波となる新型コロナウ
イルスデルタ型が急増。高齢者施設
を中心にクラスターが発生し、爆発
的に感染が広がり活動は一旦ストッ
プしました。10月、第5波が落ち着
いたころを見計らって活動を再開し
ました。しかし長引くコロナ感染症
に端を発した輸入木材の供給不足
から、ウッドショックと呼ばれる建
築資材の高騰化まで波及。肝心の
木材の調達が困難となりました。ま
た半導体不足により、トイレ機器も

入荷が大幅に遅れる事態に。
　そうしている間に第6波のオミクロ
ン型が流行。他府県に比べて比較
的押さえ込みに成功していた和歌
山県でも、感染者が大幅に増加し
ました。特に高齢者への押さえ込
みは困難で、重症化するケースが
後を絶ちません。
　さらに追い討ちをかけるように22
年1月、幼児・小学生を中心にクラ
スターが発生。学級閉鎖や休校が
相次ぎ、遂に和歌山県にもまん延
防止等重点措置が適用されました。
これらを理由に活動を自粛せざるを
得ませんでした。当初計画していた
縁側カフェの運営は、延期を余儀
なくされました。
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7月、コロナ流行の合
間を縫って実現にこ
ぎつけた七夕まつり

外部のイベントに出店して積極的にPR。
オリジナルグッズも制作・販売した

12月、学生自主企画のクリスマス会

3月、約300名が訪れた桜まつり

8月に開催した「まちなか文化＆芸術ワークショップ」

10月、和歌山信愛大学の学生たちとフィールドワーク

●「寺子屋」とワークショップ
　8月に当団体メンバーや学生たち
が講師となって開催した学習支援

「寺子屋」は大変好評でした。また
先に紹介した和歌山市中央商店街
連合会のご協力を得て、商店主た
ちが講師となって開催した「まちな
か文化&芸術ワークショップ」では
茶道体験やモノづくりワークショッ
プなどの企画に、普段子ども食堂
に関心のない方々がたくさん参加。
活動を広くPRするきっかけにもつな
がりました
　メンバーをはじめ商店主や学生、
地域のお年寄りが講師となって学習
支援やモノづくりを楽しみました。
寺子屋終了後はみんなで一緒に昼
食。「茶葉を初めて見た」、「きれい

●七夕まつり
　一方、まちづくり活動である子ど
も食堂の運営も、飲食を伴う事業と
いうことで大学や学校はボランティ
ア活動に対して消極的傾向に。4月
に予定していた子ども食堂は中止と
なりました。しかしこのまま手をこ
まねいてばかりではいられない！と
奮起。「この波が収まったら、子ど
もたちに少しでも楽しい時間を過ご
してほしい」と願いを込めて「七夕ま
つり」を計画しました。
　6月、大阪府の緊急事態宣言が
解除されたことを機に、7月7日に無
事開催することができました。久し
ぶりに会った子どもたちの笑顔は、
メンバーや学生たちの自信とやりが
いの創出につながりました

な字で横浜のおじいちゃんにお手
紙を書いたよ」など、おしゃべりしな
がら和やかな時間となりました。
●フィールドワーク
　10月、和歌山信愛大学江口ゼミ
生とキャンパスを出て、まちを調査
するフィールドワークを実施しまし
た。商店街や自治体、民間企業を
訪問し、多角的な視点から現状や
課題を発見し解決策を探りました。
　今後の課題として、当団体の活
動を学生や本町地区、ぶらくり丁商
店街に広め、どうつなげていくか
明確にする必要がありました。そこ
で「まちのマップ」制作を企画。イン
タビューから始まった交流は、メン
バーそれぞれが顔見知りになるとい
うきっかけにつながりました。
　マップは企画、取材、原稿起こ
し、写真撮影、イラスト挿絵などす
べての工程を当団体と学生、商店
街で共創しました。まちの活性化に
つなげるため、観光客にもPRでき
るようにタイトルを「ぶらり、ぶらく
りマップ」として、商店街はもちろん
南海和歌山市駅や市役所、複合施
設など約20カ所に配架をお願いし
ました。また再開した子ども食堂で
は、保護者を対象にアンケートを実
施しました。居場所づくりのニーズ
についてはもちろん、「共生の社会」
について思いを理解することができ
ました。
　この活動によって当団体が今後も
地域、大学と連携しコミュニティを
構築したいという思いや、活動を次
年度につなげていくという考えを明
確にすることができました。
●PR活動
　11月、Team MAK-e Spotの活動
を内外に知ってもらうため、パンフ
レットを作成しました。「ふれあい人
権フェスタ」や「紀の国わかやま文
化祭」など、まちのイベントに積極
的に参加することで、活動の広報に

も取り組みました。結果、利用者の
増加や食材支援などサポーターを
増やすことができました。
　さらに活動資金を捻出するため、
オリジナルグッズも制作しました。
コンテスト形式とした一般公募によ
りデザインを募集。美術を専攻する
高校や大学、文化系の部活動と連
携することで、まちづくりの一貫とし
て取り組む工夫をしました。製作は
和歌山が世界に誇る企 業、島精
機製作所が、販売にはTSUTAYA
など大手企業にも協力していただ
きました。
　PRと活動資金捻出のために企画
した事業でしたが、結果、コロナ禍
で活動の場を失った文化系の学校
や、部活動の学習成果発表の機会
となりました。商品化されたグッズ
によって学生たちの士気が上がった
と先生方にも喜んでいただくなど、
思わぬ波及効果がありました。
●クリスマス会、空き家お披露目
　学生たちにとって活動を通して得
られた体験は、文献やインターネッ
トでは得られない新しい発見や気
づきがありました。「自分たちも企
画から運営までやってみたい！」と自
主的にクリスマス会を計画、12月に
開催しました。参加者は10家庭程
度でしたが、一人ひとりの心に寄り
添った内容で優しく、あたたかく。
コロナ禍の影響により、我慢を強い
られている子どもたちへ笑顔をプレ
ゼントすることができました。
　3月、改修を進めてきた空き家の
お披露目会を兼ねて「ほんまち子
ども食堂桜まつり」を開催しました。
あいにくの雨天でしたが、約300名
の配食活動をはじめ和歌山市こど
も総合支援センターや和歌山市こ
ども食堂連絡協議会による相談会、
工作ワークショップ、野

の

点
だて

体験など
世代を超えてたくさんの方にPRする
ことができました。

　これからの活動の方向性を関係
者をはじめ、地域や支援者に意識
づけることができました。
課題と解決方策
　課題の1つは活動資金の捻出で
す。現在、空き家はオーナーのご好
意によって無料で借りていますが、
今後、光熱費や維持費などランニ
ングコストの負担を考えなくてはな
りません。また今年度は本部員や
講師などの謝礼は当助成事業から
捻出できましたが、今後もわずかで
もお支払いができるようにしたいと
考えています。行政による補助金が
一切ない状態なので、ビジネスプラ
ンを考えて今後も継続できるように
していきたいです。
　もう1つはメンバーの入れ替わり
です。当団体は若いメンバーや学
生が多く、毎年、進学や就職で和
歌山を離れていくメンバーが2 ～ 3

人います。また和歌山信愛大学江
口ゼミと連携していますが、こちら
もゼミ生は1年で総入れ替えとなる
ため、長期的な活動となる居場所
づくりにおいて、継続した人材育成
が課題となります。今後、まちづく
りワークショップや交流事業を展開
し、定着メンバーを増やしていきた
いと思います。

今後の予定

　空き家の改修工事をすすめ、子
ども食堂を中心とした誰もが気軽に
立ち寄れるコミュニティスペース（居
場所づくり）の実現を目指します。
　またこの春開催した「ほんまち子
ども食堂桜まつり」を地域、行政、
商店街、大学が連携した地元のお
祭りとして定着化させることで、顔
の見える関係性の強化を図ってまい
ります。

Team MAK-e Spot
2019年4月設立／メンバー数：10人／代表者：三岩 眞紀（みついわ・まき）
●〒640-8033　和歌山県和歌山市本町2-1
　フォルテワジマ6階 和歌山市地域フロンティアセンター RP8

070-1829-0425　 teammakespot@gmail.com
teammakespot.themedia.jp

私たちは空洞化と高齢化に悩む和歌山市本町地区において、地域コミュニティの
再生と多世代交流を目的に、居場所づくりを目指して活動しています。


